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          標語を作る」
P.15「スティックゲームでは何点が出やすい
         か調べよう」
P.17「反例をあげて説明しよう」
P.22「図形の回転移動で，対応する角を見






          かる時間を予想しよう」




















































　　    し合おう」
P.8 　「言葉を集め，言葉カレンダーを
          作ろう」
P.11  「説明的な文章を読んで，質問に
          答えよう」
P.15　「スティックゲームでは何点が出
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          あり，指導の充実が求められる。 
◆（B）　  証明の過程で見いだした事柄や証明された事柄を基に，発展的に
          考えることに課題があり，指導の充実が求められる。
◇（A）　  歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことは，相当数の生
          徒ができている。
◆（A）　  文脈に即して漢字を正しく書くこと，語句の意味を理解し，文脈











(  ) 内の記号は，A…国語Ａ， Ｂ…国語Ｂ　　〔　〕 内の記号は，問題番号
◇…相当数の生徒ができている点　　◆…課題のある点
(  ) 内の記号は，A…数学Ａ， Ｂ…数学Ｂ　　〔　〕 内の記号は，問題番号
数 学
中学校
平成26年度  全国学力・学習状況調査  の結果から明らかになったこと
◆（A）　  相対度数を求めることに課題があり，指導の充実が求められる。
◆（B）　  不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え，判断の理由を数学的な
          表現を用いて説明することに課題があり，指導の充実が求められる。 
◆（A）　   関数の意味を理解すること，グラフと表を関連付けて反比例を
          理解すること，一次関数の変化の割合を理解することに課題があり，
          指導の充実が求められる。
◇（B）　   グラフの傾きや交点の意味を事象に即して解釈し，結果を改善す
          ることは，相当数の生徒ができている。
◆（B）　  グラフの傾きや交点の意味を事象に即して解釈し，結果を改善し
          て問題を解決する方法を数学的に説明することに課題があり，指導
          の充実が求められる。
◇（A）　   指数を含む文字式に数を代入して式の値を求めることと，数量を
          文字式で表すことは，相当数の生徒ができている。
◇（A）　  式変形と移項の対応については，相当数の生徒が理解している。
◆（A）　  数量の大小関係を不等式に表すことに課題があり，指導の充実が
          求められる。
◆（B）　  予想された事柄が成り立たないことを判断し，その理由を説明す
          ることに課題があり，指導の充実が求められる。
●    関数領域の内容のうち,  特に反比例における   と   の値の変化の特徴
   を理解することや，一次関数    =     ＋   における   と   の値とグラフ
   の特徴を関連付けて理解することについて，改善の状況が見られる。
●    記述式問題は，特に確率を用いた理由の説明，グラフを用いた方法の
   説明に課題がある。
●    図形の性質を証明することについて，着目すべき図形を指摘すること
   は良好であるが，構想を立てて証明することに課題がある。
●　 自分の考えを表す際に，根拠を示すことは意識されているが，根拠と
  して取り上げる内容を正しく理解した上で活用する点に課題がある。
●    文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えたい事柄や根拠を明確に
   して自分の考えを書くことについて，説明する際に，文章や資料から必
   要な情報を取り出してはいるが，それらを用いて伝えたい内容を適切に
   説明する点に，依然として課題がある。
◇（A）　 必要に応じて質問し，足りない情報を聞き出すことは，相当数の
          生徒ができている。
◆（A）　  目的に沿って話し合い，互いの発言を検討することに課題があり，
          指導の充実が求められる。
◇（A）　  心情が相手に効果的に伝わるように，描写を工夫して書き加える
          ことは，相当数の生徒ができている。
◆（B）　  資料から適切な情報を得て，伝えたい事実や事柄が明確に伝わる
          ように書くことに，依然として課題がある。
◆（B）　  根拠を明確にして自分の考えを具体的に書くことに，依然として
          課題がある。
◇（A）　  登場人物の心情や行動に注意して読んだり，文章全体と部分との
          関係を考えたりして，内容を理解することは，相当数の生徒ができ
          ている。
◆（B）　  文章の構成や表現の仕方などについて自分の考えをもつことに課
          題がある。
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   （本と無関係）
・  動かない感じ
・  本棚




















　二人の発言を聞いて，意見の相違点を整理する。Ａ ６ 一 正答率 54.9%
課題の見られた問題の概要と結果
Ａ ６  話合いをする
　語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う。Ａ ８ 三ア 正答率 60.0%
課題の見られた問題の概要と結果












































水日 月 火 土金木
5 6421 3



































































● 季節に関連する言葉 ・ 季語 ・ 二十四節気 ・ 時候の挨拶 ・ ことわざ 
 ・ 四字熟語 ・ 俳句 ・ 短歌 ・ 文学作品の一節 
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参照▶「平成 26年度　報告書　中学校　国語」  P.60 ～ P.66，「平成 26年度　解説資料　中学校　国語」  P.52 ～ P.58
〔第２学年〕Ｂ　書くこと　オ
〔第２学年〕Ｃ　読むこと　ウ





































































































































































































































































































































































































































































































　Ｂ１三についての生徒の解答の状況を「解答類型」( 平成 26 年度　報告書　中学校　国語 ) に照らして
把握する。特に，以下の「解答類型」の生徒の解答の状況に着目する。
　ノートを基に，標語から伝わってくる〈メッセージ〉と〈表現の工夫
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❺　「   まんじゅうを食べる場面」の演じ方について個人で考える。
❹　「   若者たちが，仲間の松ちゃんをからかおうと決める場面」の演じ方について，学級全体で考える。「落語の演じ方を考える」
～作品に表れているものの見方や考え方について，自分の考えをもつ～
● 　 本単元の学習の流れは，文学的な文章を朗読する学習活動の際にも活用できる。
参照▶「平成 26年度　報告書　中学校　国語」  P.73 ～ P.79，「平成 26年度　解説資料　中学校　国語」  P.65 ～ P.71
〔第１学年〕Ｂ　書くこと　ウ
〔第２学年〕Ｃ　読むこと　エ






















































































●　落語を味わう (「目黒のさんま」) （平成 26年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ３ ）
●　落語「まんじゅうこわい」
　落語の演じ方を選択し，なぜそのように演じるのかを，本文を根拠に
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表現を用いて説明する。B  ５ (2) 正答率 32.7%
課題の見られた問題の概要と結果
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ない理由を説明する。B  ２ (3) 正答率 44.9%
課題の見られた問題の概要と結果
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２つの数量の関係を数学的に説明する。B  ３ (2) 正答率 63.0%
課題の見られた問題の概要と結果
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